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接辞分類表の作成
一 三省堂国語辞典第4版 を資料 として一
代喜下山
1.は じめ に;
結合形式の語構成要素 にはどのようなものびあり,そ れ らが語形成にお
いて,形 態的また意味的 にどのように機能 しているかを調べるために,国




点から分析 していけばよいかを知るため,つ まP問 題 の所在 を明らかにす
るために作成され た もので ある。分類表の作成は 「三省堂国語辞典第 尋
版」 を資料として行った。現在報告されている接辞の一覧表は,意 外なほ
ど少なく1),語 彙の蒐集において,小 型国語辞典の鑑 とも目されている見
坊豪紀氏の 「三省堂国語辞典第4版 」の接辞表は,資 料的な価値があると
思われる。また・目本語教育においても・語彙指導でどのような接辞 や接
辞的な語基を取 り上げるべきなのかを知 る上で,そ の全体像を把握 してお
くことは必須の条件 と言える。 このような考えから,以 下に接辞分類表作
成の方法と概略を述べ・分類表 を示 すことにす る・
/)接 辞 に つ い て は・国 語 研 の 語 彙 調 査 の報 告(1971 ,1972,1976等)の 中 で取 り上
げ られ て い るが,そ の他 で は,北 條(1973),風 問(1979)な どが あ る。 しか し,何 を
接辞 と考 え るか に よ って,立 項 され る接 辞 は 異 な って い る。
一378一
2.接 辞 分類 表 作 成 の方 法
資料 としてr三 省 堂 国 語辞 典 第 斗版1992」(以 下 「三 国 」 とす る。)を
使用 し,見 出 し語 の 中 で 「接 頭 語」 「接 尾 語 」 の 表示 が あ る も の をす べ て
抽 出 して分類 表 を作 成 した。 従 って,r三 国 」 にお い て接 辞 扱 い にな っ て
い な い ものは,分 類 表 に取 り上 げ られ て い な い。例 えば,単 位 を表 す 助 数
詞 な どは名詞 扱 い にな って い るので,分 類 表 には 出 現 しな い。 また,結 合
形 式 の造 語成 分 や一 般 に活 用 語 尾 と いわ れ る もの を 「接 辞 」 とす るか ど う
か は,考 え の分 か れ る と こ ろで,国 語 辞 典 に よ って も扱 い が異 な る。 以 上
の点 か ら言 って,作 成 した表 は,正 確 にはr三 省 堂 国語 辞 典 第4版 の 接 辞
分 類 表 」 と呼ぶ べ き も の で あ る。 抽 出 され た 異 な り語 数4お(延 べ 語 数
糾7)の 接 辞 を接 頭 辞(103語)と 接 尾辞(3糾 語)に 分 け,晶 詞 性,意 味,語
種,に つ いて の情 報 づ け を した。 ま た,「 三 国 」 で 挙 げ られ て い る語 例 や
一 部 の解 説 を示 した
・ 作成 し た表 は 「接 頭 辞 」r接 尾 辞 」 それ ぞ れ に つ い
て,品 詞 性 と 意 味 によ っ て 分 類 した 分 類 表 と50音 順 表 か らな る。 な お,
「三 国 」 に お いて は接 辞 を 「接 頭語 ・接 尾 語 」 と呼 んで い る が,こ こで は




分類表の項目は,① 品詞性 ② 意味 ③ 見出 し語(接辞)④ よみ ⑤
語種 ⑥ 語例である。接頭辞の 「品詞性」は,結 合対象語基の品詞か ら半U
断 し,用 言の語基 と結合するものをr副 詞性接頭辞」,体 言の語基 と結合
するものを 「連体詞性接頭辞」 とした。用言,体 言両方 と結合 す る もの
は・r副詞性 ・連体詞性」 の表示 をした。r意 味」 は,結 合対象語基 に対 し
てどのような意味を添える用法かという観 点から以下のように五つに分け
た。





「待 遇 」 は
,入 物 や 組 織 を表 す 語 基 と結 合 し,プ ラス あ るい は マイ ナ ス
の評 価 の意 味 を加 え る も のな ど を分 類 した。
「強 調 」 に分類 した もの は,合 成語 の意 味 は 結合 語 基 が担 って お り,接
頭 辞 を取 って も,意 味 が ほ とん ど変 わ らず,接 頭辞 は結 合語 基 の意 味 を強
め る働 き を して い る にす ぎ な い もので あ る。
「状 態 ・程 度」 は
,結 合 語基 の性 質 を規 定 す る も ので,か な り広 い意 味
の もの を含 ん で い る。
「否 定 」 は
,「 不 ～ ・無 ～」 な ど の否 定 の接 頭 辞 だ けで な く,「 反 ～ ・ア
ンチ ー」 な ど否 定 的 な意 味 を添 え る もの まで 含 ん だ分 類 に な って い る。
「そ の他 」 は,(a)～(d)の い ず れ に も分 類 し がた い もの を集 め た。
用 法 に よ って,い くつ か の意 味 を表 す場 合 の あ る もの は,「 ノ」 に よ っ
・て 「待 遇/状 態 ・程 度 」 な ど の よ うに表 示 した。 「接 頭 辞 分 類 表 」 は・ 「品
詞 性 」 で は な く,r意 味」 によ る分 類 を も と に して配 列 され て い る・r見 出
し語 」 の表 記 は,「 三 国 」 の表 記 に従 った もの で ある。 「語種 」 は,漢 語 を
r漢」,和 語 をr和 」,外 来 語 をr外 」,混 種 語 をr混 」 で 示 した。r語 例 」
では,ほ とん ど が 「三 国」 で 語 例 と して挙 っ て い る も の を載 せ た が,「 三
国」 で語 例 の出 て い な い もの につ い て,若 干 加 えた もの が あ る。 また,語
例 が,① ② の よ うに分 け られ て い る もの は,「 三 国 」 にお い て,意 味 ・用
法 に違 い が あ る もの と して 区別 し記述 され て い る の に従 った表 示 で あ る・
(2)接 尾 辞 分 類 表
分 類 表 の項 目は接 頭 辞 分類 表 と同様 で ある が,品 詞 性 や意 味 の分 類 がや
や異 な る。
接 尾 辞 は合 成 語 σ)品詞 を決 定 す る ので,こ こで のr品 詞 性 」 は,合 成 語
の品 詞 と言 え る。 品詞 性 は以 下 の よ うに五 つ に分 類 した2)。 合 成 語 が名 詞
と して機 能 す る こ とが ある もので も,他 の品 詞 に な り得 る場 合 は ・ そ の品
2)品 詞 の分類 は,村 木(1991)を 参考 に したが,漢 語 の接尾辞 の中でサ変動詞 に
なる ものの分類 において,村 木 では名詞 としているのに靖 し,小 稿 でほ動詞 とした
点が異 な っている。
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(f)連 体 詞 佳
(c)形 容詞性(d)形 容動詞性
漢語 と外来語については・rす る」 やrな 」 と結合 して動詞や形容動詞
になるものは,そ れぞれ動詞性 と形容動詞性 に分類 した。
r意味」 による分類は・ 名詞性接尾辞についての下位分類である。 結合
語基 に添える意味から考えて,以 下のように八つに分類 した。
(a)待 遇 表示(b〉 建 物 表 示(c)複 数 表示
(e)場 所 表示(f)状 態 ・程度 表示(g)助 数 詞
(d)物 品 表 示
(h)そ の他
し くん ささ
r待 遇Jに 分類 した もの は
・r氏 ・君 ・様 ・さん」 な どの敬 称 の他 に,入
レ じよ に し ごい
物 を表示 す る 「師 ・女 ・尼 ・姉 ・兄 」 な ど も含 め た。 「建 物 」 は,建 物 や
店 舗 を表 示 す る もの を分 類 した 。r物 品 」 とr揚 所 」 は,主 に固 有名 詞 に
結 合 して ・特 定 の 晶物 や場 所 を表示 す る もの を集 めた もので あ る。
(a)～(9)の いず れ に も分類 し力主た い も の は 「そ の他 」 と した。
(3)50音 順 表
接 頭 ・接 尾 の分 類 表 を,そ れ ぞれ50音 順 に並 べ か え た もの で あ る。
4.量 的 構 造 の 概 略
「三 国」 か ら抽 出 さ れ た 異 な り語 数443の 接 辞 につ い て
,① 語種 ②
品 詞 性 ③ 意 味分 類 の三 つ の観点 か ら,そ の量 的 な 構 造 の概 略 を述 べ る
こ と にす る。
4招 の接 辞 を結 合 の位 置 か ら分 け,そ の語 数 と比 率 を示 した もの が表1
で あ る。接 尾 辞 が圧 倒 的 に多 い 蔦340の 接 尾 辞 の 内,半 数 の170が 助 数
詞 で あ る。 また,そ の 内訳 は,「 和 語38,漢 語128,外 来 語4」 で あ る。
くら さお さ たり
和 語 の助 数 詞 は,「 鞍 ・樟 ・差 し ・人」 な ど,現 在 で は使 用 頻 度 の高 くな い
もの が比較 的 多 い、 外 来 語 と して挙 って い る のは,「 チ ャ ン ・ハ ン ・フ ァ


























以外 は,特 殊 な マ ー ジ ャ ン用 語 で あ り,い わ ゆ る助 数 詞 とは 異 な る。
表2は,接 辞 の語 種 別 語 数 と比 率 を示 した もので あ る。接 頭 辞 と接 尾 辞
の両 方 にな る4語 を それ ぞ れ加 え て カ ウン ト した の で,表1と は 合計 が異
なって い る。 接 尾 辞 は漢 語 が半 数 以 上 を占 め る が,こ れ は 先 に述 べ た よ う
に助 数 詞 に漢 語 が 多 いた め で あ る。助 数 詞 を除外 す る とr和 語100(57.5%),
漢 語68(39.1%),外 来 語5(2.9%),混 種 語1(0.6%〉 」 と な り和 語 と漢 語
の比 率 が逆 転 す る。 混種 語 と して挙 げ られ て い るの はゴ 「～ さ加 減 」 で あ
る。 これ は,接 尾 辞 「さ」 に複 合 語 基 の 「加 減 』 が結 合 した特 殊 な形 態 の
もので あ る。 こ の弛 に も漢 語 には,「 層 倍 ・箇月 ・丁 目 ・馬身 」な ど二 っ 以
上 の形 態 素 が結 合 した接 辞 が い くつ か 見 られ る。
接 頭 辞 は,祁 語>漢 語>外 来 語 の順 に語 数 が多 い が,外 来 語 の比 率 が接
尾辞 に比 べ 高 くな っ て い る の が特 徴 で あ る。
次 に・ 品 詞 性 に つ い て語 種別 に比 べ てみ る。 表3が 接 頭 辞 ・ 表 尋が接 尾
一382一
辞について,そ れぞれの語数と比率 を示 したものである。
なお,表3と 表斗の語数は延べ語数を表す。
表3か ら,接 頭辞は体言の語基と結合する連体詞性のものが70%近 く
を占めることが分かる。また,和 語は副詞性炉連体詞性よ りやや多 く・漢
語は連体詞性が圧倒的に多 くなっている。結合対象語基の内,漢 語はすべ
て名詞扱いとしたことによると思われる。表4か ら,和 語の接尾辞の品詞
性は,漢 語や外来語に比べ多様なことボ知 られる。 これらについては和言吾
の造語力 を検討する上でさらに分析す る必 要 があ る。今後の課題 とした
いo



































































































































てい る。 語 数 は延 べ語 数 で あ る。 二 つ以 上 の意 味 の あ る も のは別 々 に カ ウ
ン トした ので,表5の 合 計 と異 な っ て い る。接 頭 辞 は 前 部 分 か ら結合 語 基
にな ん らかの 限 定 を加 え る修 飾 要 素 で あ る.従 って,意 味別 で状 態 や程 度
の意 味 を添 え る もの が多 くな る の は 当然 で あ ろう 。 次 に強 調 の働 き をす る
もの が多 い。 接 頭 辞 の 中 で,強 調 の働 き をす る も のは 主 に和語 で ある。 し
か し漢 語 や外 来 語 に'も,例 え ば 「超 ・激 ・ス ー パ ー」 な どの結 合 形 式 の語
基 が,本 来 の語 基 の意 味 か ら離 れ,単 に強調 を表 す接 頭 辞 的 な使 われ 方 を
.す る もの が あ る。 これ らにつ い て は・位 相 的 に も語 種 に よる違 い が予 想 さ
れ る が,個 々 に分 析 す る必 要 が あ り,こ こで は触 れ な い こ と に す る。 ま
た,接 頭 辞104の 内,14が 外 来 語 で,全 体 の13%余 りを占 め て い る。 こ
れま で外 来 語 は,自 立 形 式 の語 基 と して 専 ら複 合 語 の形 成 に 関 わ るこ とが
多 か っ た が,接 辞 と して 機 能 す る も のが増 え た の は,外 来 語 の造 語 力 の強
まPを 示 す もの と言 え る3〕。
表6は,異 な り語数290の 名 詞性 接 尾 辞 を,結 合 語 基 に加 え る意 味,言
い換 え る と,合 成 語 全 体 の中 で どの よ うな意 味 を表 示 す る働 き を して い る
3)「 三国」にお ける 「造 語成分(接 辞的 な語)」の調査結果で も,外 来語 が全体 の
12%余 り,前 部分 になる ものでは19%近 くを占めて いる。国語研 の50年 代や70
年代 の語彙調査 の結果 と比較 する と,こ の数値 は,語 構成要 素 としての外来語 の増



























































の か に よ って分 類 した結 果 で ある。 助 数 詞 以 外 で は ・ 待 遇表 示 をす る もの
が最 も多 く,こ れ には プ ラス とマ イ ナ ス の二 つ のニ ュア ンス を添 え る もの
が あ る。 次 は,状 態 ・程 度 に分類 した もの が多 い。 これ らの 中 には 「四 十
蟹 ノ四十 が らみ/四 十 見 当」 「お も し ろ 登/お も しう墜ヨ 「千 円 こ っ き
り/千 円 ぽ っ き り」 やr千 円前後/千 円程 度 ノ千 円 そ こ そ こ/千 円足 ら
ず 」 な ど類 義 語 研 究 の対 象 と して 興味 深 い語 彙 の グル ー プ が見 られ る。
5。 お わ り に
小稿の目的 が,作 成 した分類表の提示にあるため・分類 した結果 につい
ての分析は ほとんどなされておらず,4の 「量的構造の概略」 において,
今後の研究課題 として取 り上げたいいくつかの点 を指摘 したに留まった。
また,接 辞の品詞性や意味分類 をするに当っては,で きるだけ多数の合
成語 を採集 して行 うべきものだが,今 回は採集語彙が少なかったので,遺
漏や誤 りも予想 される。分類のしかたにも検討の余地があ り,語 種別の分
祈 も残 された課題である。今後は,先 に挙げた問題点や残 された課題につ
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いて,結 合形式の語基 も視野に入れながら検討 を進めて行 きたい。
参 考 文 献
風間力三(1卯9〉 『綴 字逆順群列語構成 による大言海分類語 彙』(冨 山房 〉
国立国語研 究所(1971)『 動詞 ・形容 詞問題語用例集 』(国語研資料集7秀 英 出版)
国立国語研究所(1972〉r電 子計算 機 による新 聞の語彙調査(m)』(国 語研報 告42
秀英 出版 〉
玉村文 郎(1985)P語 彙の研 究 と教育(下)』(国 立 国語研究所)
野村雅昭(1979)r接 辞性宇音語 基の性 格』(『電算機 に よる国語研究IX』 ナ 国語
研 報告61秀 英出版,
北條正子・(1973)「資料3主 要接辞 ・助数詞一覧」(『品詞別 目本 文法講座 第10
巻』 明治書院)
村木新 次郎(1991)『 日本語 動詞の諸 相』(ひ つ じ書房)
森岡健二(197G〉r日 本文法体 系論(12)(13)」(r月 刊文法 』明治書院 〉
森岡健二 〔1986)r接 辞 と助辞」(r日 本語 学』VQL5明 治書院)
一386一
【瀬 辞分類表1
阿0接 頭辞 よみ 慧味 品 詞性 種 語刑
工 厨 、 お 待 遇 副言町佐 ・
運需 司性
和 ① お くつ ・お 美 し レ、』お じ ょ う_k・ お 渠 子 ・お 酒 ・・
お 日 さ玄 ② お 書 き に な る ・お 続 み な さ る ・お 第 い あ
そば す ③ お 借 ワす る ・お 届 け い た す
2獅 脚 、 おみ 待 遇 副詞注 ・
速律洞性
和 お み 足 ・お み 大書Irい お み 帯
】 貢 、 き 待 遇 連粥 司性 誤 貴商 会 ・貴大学
4御 、
ワ
』 待遇 連悸何性 漢 ①餌 両親②ひ どい郡 面相
5拙 、 .せつ 待遇 運 位司性 漢 拙宅 ・拙苦
5弊 ～ へ い 待遇 返体同性 漢 弊商会
7御 ～ み 待遇 逗 体河性 和 冶 まる御世 ・御心 ・神 のみめ ぐみ
8糞 、 くそ 待過/強 調 副詞住 ・
遠 体伺性
瓢 ① くそ坊主② くそお ちっきにお ちつ く ・くそ 炭典の
ああ 男 ・くそ暑 い
9い け ～ いけ 聲調 副 詞住 和 い け 丼 か な い ・い け レ や あ し マ あ と ・い け ず うず う
しい
二9打 ち 、 フち 張弱 副 詞注 和 ①打 ち見る②打 ち しギ」れる一 打 ち しずむ ③打 ちくっ
ろ ぐ ・打ちすて る ・打 ち範えて
U押 し～ お レ 強調 副 詞性 和 ①揮 し通す⑫押 し広め る
2押 っ 、 お っ 強調 副 詞性 和 お っ 立 て る 一お っ ば じめ る
3追 っ ～ お っ目 強謁 勘 詞注 和 追 っ目ぱ らう
`か ～ か 蔭調 副 詞嘆 瓢 か 黒[グ ロ⊃い ・カ』緬 い ・カ}弱 い
5け 、 け 望調 副詞庄 和 けお される ・けだる い
6差 し～ さ し 強調 副詞荘 和 覇 レ出す
7絶 ～ ぜつ 蔭謁 副 詞往 漢 絶不厨
5立 つ 、
申 一
・こ ワ 強調 副 詞性 和 た ち い た る ・た ち ま さ る ・た ち311れ る
9突 つ 、 つ つ 弛調 巫1詞庄 和 つ っ・ば しる ・つ っ こ う ぱす
Dつ ん 、 つん 強翁 副 詞怪 和 つんの める ・つん 出す
1手 、
一
～ 竺調 副 河生 和 て專び しい
2取 ウ 、 と っ 張調 副 祠注 和 取 っ つ ま え る ・取 弓 く み あP
ぴ 取 ワ～ と ワ 強謁 副 詞控 和 と ワ あ つ か う ・と ウす て る・ ヒDつ くろ う
4引 き 、 ひ き 強調 副 詞注 和 ひ さ う つ る ・ひ き さ が る
5ひ た 、 ひた 強謁 副詞注 和 ①ひた 叫ぷ ②時代 の波 がひた寄せ る
節 引 っ～ ひ っ 強調 副匡可叢 和 ひっつ かまえ る
Zア ひ ん 、 ひん 強調 副詞性 和 ひんめ(る
28打 ち 、 ぷち 弛調 副河注 和 ぷ ち あ た る ・ぷ ち こ わ す
加 吹 っ』 ふっ 強罰 副詞盗 和 ふ っ 切 れ る ・ぶ っ と ば す
犯 打 つ、 ぷ っ 強謁 副詞孟 和 ① 累 っ こわ す ◎.郵 っ 建 て る
鈍 打ん 、 ぷん 強調.副 詞【≡ 和 ぷ んな ぐる ・ふん 回す
32物 ～ もの 強甑 副祠注 和 も の 悲 し ハ ・も の さ び レ い
3コ 業 っ ～ すっ 強銅 副霊司些 ・
連 咋詞性
漢 すっぱ.だか ・す う`ぶ
網 ど㌔ ど 強調 副謁生 ・
連体呈司性
和 ① ど え ら い・3・と『ま ん な カ】葦目・ど目あ ごま ・ど 跡 乎 ≡ ど5皇ブ」
コi真 ヴ 、 ま っ 強調 副 詞生 ・・
箪 観 司腔
和 耳 っ 黄 急 ・冥 つ黒 こ げ ・真 つ 乎 う ・ま っ ぱ た ウ
甜 極、 き ょく 強謁 連 広詞性 渓 糞陛性
37真 ん 、 章 ♂麟 ん 弛調 運 匡詞性 和 冥ん中
路 霜～ あい 状 態 ・義 度 副,卸 窪 和 ① 相 い ま しめ ・る・ 裾 π ち 蓼霞寵 る・ 福 すみ ません
39禅 ～ うす 状懇 ・程度 副詞注 和 ① うす ならささ一 うす ぐろい・昌うす 窟んや り重'・
きみわ るい
,す
4D過 、 か 状態 ・程度 副詞生 漢 過飽和
4L犬 ～ いぬ 状懇 ・程 戻 副詞を…・
運体河性
和 ①六たで ・弐 つげ ②犬1砂互'大罷に
些2簿 ら～ うすら 状態 ・程 屋 副飼駐 ・
連体i司性
和 ①うす ちあかPア ψうす るつめ たハ
`3丸 、 まる 號.懸 ・程 戻 副 註可庄 ・
連 体 同性
和 ① 良 は た か 聾 哩 の 丸 の げ ・瓦 晦 記 ・筑 か1二 り
44亜 、
西
の 状感 ・寝 度 遅体同性 漢 亜 熱帯
45幾 ～ い く 状 懸 ・臣 戻 連 体i司性 和 ① 歳 ノ、・幾 百 ・幾 千 茗 鰻 山 川
姉 ウル トラ、 ウル トラ 試態 ・程 翼 迂体河性 外 脳 トラ拶]ナ 臓 ム
一訂3一
断 損頭辞 よみ 意味 贔舅性 種 語例
4 生～ き 状 態 ・程 翼 運倖詞控 和 ①生 まじめ②生 じ3う 寧③ 生糸
` 凝～ ぎ 状 態 ・程 度 連体詞性 漫 擬 古典主義
` 眉れ、 くされ 状 懇 ・程 戻 連体詞佐 和 財れ 金
能～ く士 状態 ・程 屍 連体詞性 和 ①黒 鐸⑳熊ざ さ
嫌、 けん 玩態 ・程 度 逐体 詞性 漢 鎚 米派
故、 こ 状襲 一程 度 連体郵 住 漢 故 高措氏
筏㌔,う 状態 ・程 度 連捧詞 性 漢 後 印銀派
極～ ぜく 状慰 ・程 麗 連体 瑠性 漢 極 超想塗 』琶早 嵯さ
小一 さ 状態 ・覆 度 連体詞 性 和 小 笹 ・小男鹿1狽 測
早 一 さ 状賦 ・窪度 連雌詞 性 和 ① さわらび¢ さおとめ
正 ～1よ っ 状能 ・程度 運体 詞性 漢 ① 正五時腰正三 位
索 、 す 状態 ・程度 連体 詞性 漢 ① 素顔 ・素は だ②素手② 素浪人
セ ミー 望 こ 状 騒 ・樫 度 遂 体 詞t監'外 セミド キプ ン夘 一調 ・セこヌート
先 一 せん 状態・ 程慶 連体 詞性 漢 先 土器時 代
L前 、 ぜん 状 態 ・程度'遅 趣 詞性 漢 ①前近代 的曇 前十世 記
,で も、 ウ も 択 態 ・暮度 運簿 詞性 和 ①で も掌者・言1でも郭士 ③で も我 師
δ ネオ、 ネ ォ.状 意 ・程度 連体 詞性 外 耕 凹ン丹ズム
誤 、 はん 状 態 ・程麗 連伸 詞性 漢 汎 アメ肋
!くン ～ ノ{ン 状 態 ・程 度 運 体 言司注 夕ト ハ,ンアメリカン
彼 、 粘 状 懸 ・堤塵 連体 詞性 漢 被選挙人 ・粧 抑圧者 ・被本塁打
ひい㌔ ひ い 状 態 ・程度 連 体詞佐 和 ひいお じいさん ・ひ い孫
プ レ、7レ 状 態 ・提 展 連 俸 詞 燈 クト フ'レ八宇ムーン・フ,レπリンヒ'リク
ブロ、 ア ロ 壮 態 ・稚度 連 信詞佐 外 フ ロ日本
母、 ぽ 状 懇 ・程度 連 体詞性 漢 母集団 ・母紹胞
71亡 ～ に う 状 慰 ・程炭 返 倖詞性 漆 亡祖父
アz某 、 ぽ う 状 態 ・程度 連体詞性 漢 茶課長 ・某市
刀 某某 一1}う ぽ う1幡 ・程 度 連 体講性 漬 某茶有名 金社
74ポ ¶ 卜、 市 ス ト 状 態 ・狸 度 運 体 ヤ丙性 タト ホ,天トオリンヒ「,ク
篇 頁、 二 状態 ・程度 連体詞性 祁 ①真顧 ・真人間②真 四角 ・冥暁笹其ホ 曹異 二'真 裏
真東 ㊧まあ じ ・まだい
毎 ㌔ 皆い 状態 ・程贋 連体詞性 瀧 毎土 暇日 一毎春
7ス 、 ナた 状態 ・程廣 達体詞性 和 まただのみ ・また いとこ
胃、oめ 斌態 ・穫旺 連体詞性 和 ①豆 台風 ・豆電球 ㊤旦記者
マ'レ テ ～ マ'レ チ 状 熊 ・軽 戻 運 体詞 性 外 マルチスクワーン・7ルチA間
漂、 み 状態 ・程度 連体詞惟 和 深 雪 ・開空 ・深告野
ミニ ー こ二 状 態 ・程 度 運 体 詞 性 外 ① ミ:薗 家 ・ミニステー午一ミニトラワク
く二 く二 ㌔ く二 記二 状 態 ・程 度 連 体 詞 性 外 ミニミニ怪 賦
非 、 ひ 否定 逗体 詞性 漢 非 公開 ・非人 運的
来 、 み 否定 返体;司性 漠 未 開発 ・未処 軽
ノ ン 、 ■ ン 否 定 連 体 言司性 タト1ンXト ヲフ■・1ンセクシ耳ン
7
反 、
一証 否定 逗 体詞性 漢 ① 反米 ・反軍 命派1滲反社 会的1蓼・反 伴用
不 ～ ハ 否定 遅 体詞佐 漢 ① 不一致 ・不 拡.大・不夢 加 ・不慣 れ些不鮮 明 ・不 た
しか㊧不条畏 ④不景気
脇 不 、 ゆ 否定 運 佐詞性 漢 不 耗工 ・不 器罵
3駐 毎～ 素 否 定 運 体詞性 画 ①無愛忍 ・善 遠慮o無 風 置
甜 無㌔ む 否定 連 体詞性 漢 ①無規律 ・拳 原則 ・無・責 格 一無 刀針9無 利 息r薫 翔
阪⑳無抵抗 ・無反省
1ア ン チ ～ ア ン テ 否 定 運 郎 詞 性 外 アンチミリ夘 ズ ム
2魔 非一 ラ峠 否定 遜 陸詞性 和 似非宇者
3ノ ー 一 ノ ー 否 定 連 体 詞 性 外 ① ノーストッ等ンク㍉ ノ尋 ク弼 ・ノーマ亭噸1一 八'一キンク
4段 ～ ぼ つ 否定 連 俸詞性 漢 況個性 的 ・設常議
5勲 ㌔ くん その他 連 体詞性 湛 勲一等
5権 、 ご ん その他 遅 体詞性 漢 ①窪大 訥雪 ②権僧 正
7ザ 、 ザ その他 連 捧詞性 外 ザヒー協ス
8至 、 し 浮の他 連 体詞性 漢 至黒京 ・至九時
ヨ 自、r--弄 の 他 連 体 司性 模 自東京 ・自六時
1 0従 ～F◎ そ の 他 連 体 勾性 漢 従四位
1 1往 、 卜oっ 滞 の 他 連 体 嗣性 漢r'じo(従1
耳 2第 、 だ い 弄の 他 運 体 可住 護 第一 目 ・第五師団





ふ一 品 可往 意 味 覆 語例
1、 院 いん 名 可注 待遇 漢O崇 徳院②人の戒名にそえることぽ
2、 院殿 いんでん 名 可性 待遇 漢 真浄院殿
」～ 氏 うじ 名 司性 待遇 和 加藤氏
4、 翁 ・ おう 名 司性 待遇 湧 芭蕉翁
5、 殴 ぎ1 名詞性 待遇 議 包儀 このたび
s、 君 ぎみ 名詞性 待逼 和 父君 ・弟君
7、 君 くん 名詞佐 待遇・ 漢 山本君
呂、 家 け 名詞住 待遇 漬 山本家 ・将軍家
9一 兄 けい 名詞性 待遇 漢 ㊤異母兄②佐甑兄
10、 御 γ』 名詞性 持遇 漢 ⑪頬御 ・母御 ・花嫁瀞 ・娘劃
1[～ 公 こう 名詞性 待遇 潔 ◎徳川唐宮公⑦態公 ・アメ公 ・与太公
1Z～ 侯 こう 名詞性 待遇 颪 島津侯
13、 御 前 ごぜ 名河性 待遇 誤 尼御前 ・母岬酊
王4、御前 ごぜん 名詞性 待遇 漢 ㊤六代飼前②仏御前.
15、 様 さま 名詞性 待遇 和 ◎中山様 ・皆皆操 ・あちら粛診お得意様 ・世間崔 一おひとり擾 ・ご
摯傷 さま③おっかれ さま ・よラこそのおほこびさまで@き ょうはお
大師様だ
15～ さん さん 名詞性 待遇 和@筒 鶴 さん 一むす二さん 一お向かPさ ん轡ぞ ラきん ・おさるさん③
お得意 さん ・おひとりさん:甚1ご苦労さん ・おっかれ さん愚お早よう
さん
17一 姉 し 名詞注 待遇 漢 南水 〔久莫子)姉
賂 一氏 し 名詞性 待遇 漢 ①中村氏②八氏
ユ9㌔ 師 し 名詞性 待遇 漢 室#.彰琴師
20、 女 じ よ 名詞性 待遇 漢 〒程女 ・とめ女
目21～ 丈 じ よう 名詞性 待遇 漢 菊五郎丈
22～ 嬢 じ よう 名詞性 待遇 涙 尋子嬢
21～ 生 せい 名詞性 待遇 漢 言田生 ・A生
置4～ 鷹 ぜき 名詞性 待遇 蕩 千代の冨士蘭
35一 曳 そう 名一司性 待遇 漢 八十二婁
Z5、 尊 そん 名 司憧 待遇 漢 葱蔵募 ・不勤尊
四 、たれ たれ 名 司性 待遇 和 廷かたれ ・あほたれ
28、 た ん たん 名 可性 持遇 和(ち ゃん>ユ コたん
29一 ち やま ちやま 名 司性 待遇 和 おぱちゃま ・お しょうちゃま・おぼっちヤま
30、 ち やん ちやん 名 司住 待遇 和 尼子ちゃん ・おおえちゃん
翫 ～ちん ちん 名 司性 待遇 釦(ち ゃん>た っちん
32、 段 どの 名 司性 待遇 和 山田一郎殿
33、 どん どん 名 司性 待遇 和 弥どん
顕 、尼 『一r一 名 可性 待遇 漢 湾…渡尼 ・蓮月 〔レンゲツ1尼
35、 はん ぽん 名 町性 待遇 和 あんたはん 」いとはん
3δ 一 彦 ひこ 名 可性 待遇 和 窯濠
37㌔ 姫 ひめ 名 可性 待遇 和 かぐや姫 ・シンデレラ姫目
33～ ぼ ぼ 名 可性 待遇 和 彊映っぼ ・水戸っぼ
39目、 坊 ぽう 名 司性 待遇 漢 ㊤武蔵坊②春坊 ・おつる坊琶・次男坊
釦 、丸
一?
50 名詞性 待逼 和 亭若丸
41、 奴 め 名詞性 待遇 和O犬 娼 ・ばかめ②わたくレめ⑬こいうめ
4～ 、 や や 名詞性 待遇 和 竹や ・ね之や ・ばあや
4」 一 老 ろう 名詞性 簿遇 漢 石構老 ・八十老
4鑑 、 斎' 舞いー 名詞佳 待遇/建 梅 漢 一刀斎
`5一 亭 てい 名謂佐 待酒/建 物 漢①湖畔亭⑨三避亭円朝
45～ 殿 ～[」 ん 名詞性 詩遇■建物 漢 ① 【戒名の草敬}⑫ 桀震殿
畦7一 房 ぼ う 名詞性 待遇■建物 漢 ①(家 の雅号にそえる1.轡1蛎 さんの名前にそえる〕
侶 、屋 や 名詞性 待遇■建物 和 尾張屋 ・鈴の屋(本 居亘長)




博 接尾辞 よみ 品詞性 意味 鍾 語例
訟 ～庵 あん 名詞控 建物 漢 幻生庵 ・長寿庵
51～ 宮 ぐう 名言可性 建才初 漠 鍛倉宮
5Z～ 号 ごう 名詞性 建物■その 漢 ①(屋 号にそえる〉②メー万ワー号⑤三月号④ こ活宇の大きさをあらわ
他 す)⑤1油 詮の大きさを読らわす}
53、 寺 じ 名詞性 建物 漢 円覚寺 ・一か寺 ・京寺一万寺
54～ 荘 そ う 名;司性 建キ勢 漢 若葉荘
5、 ち ち 名詞性 建砺 和 おれっち ・てめ えっち
5～ 堂 どう 名詞佐 璽物 漢 三省堂 ・大雅堂 ・五大堂
7、 家 や 名詞性 建物 和 小II蕨
3、 寮 り`う 名詞性 建物 漢 〔社員寮をどの名前の下 につける)
9、 接 ろ う 名言雨住 建勃 漢 山水桜
巳、んち んち 名詞性 建物 和 ぽくんち ・青木んち
1、 軒 けん 名詞性 建鞠/助 諏 漢 ①1…莫の数をかぞえるこ≧ば}家 二軒⑬牽朱軒
詞
2、 逗 たち 名 司撲 複数 和 あなたたち ・わた くレたち
3、 共 ども 名 可憧 接数 和 ①私共 ②てまえどもでは
尋、輩 ばら 名 可性 複数 和 役人ばら
5、 等 ら 名 司性 擾数.鵜 ①君等②加蕨氏等四名
5一 方 がた 名 肥…複致/そ の 和 ①あなた方 ・先生方O二 割方⑧衷明け方④平家方 ・敬方
他
∫7、連・ れん 名講崔 複数/助 数 漢 ①(同 じ形 〔探弍〕のものが號く』`τ のりわす1一 逗の袖外ス・
詞 かつお節一逗 ・三連ばしご⑭文±連 ・悪童連雷 〔全緬千険の証)
謬 、丸 がん 名詞惜 物品 漢 六符丸
犯 、散 さん 名詞性 勃品 涙 署蘇慧'延 毒散
io、 丹 たん 名詞性 物晶 漢 万金丹
H、 湯 ≧フ 名詞性 物品 漢 葛摂謁
i2、 くんだ ウ くんだり 名詞性 場所 和 山興 くんだ ワまで行く
i3、 江 こ う 名 司性 場折 漢 揚子江
穫 一鄭 ごう 名 司怪 場所 鹿 白川郷
蔦 、 山 さん 名 弩性 場所 漢 ①冨士山㊤金竜山浅草等
〒5一三界 さんがい 名 可性 培所 漢 アメ リカ三界まで流れる
17、 跨 じ 名 可憧 場所/そ の 漢 ①伊勢路⑫三巳路③五÷路
俺
乃 一 山 せん 名詞住 場所 漢 ①大山1ダ 孜の ②忍辱山 にンニ熊乃 円成寺 にンジのジ}
ア9、山 ぜん 名言司性 場所 漢 藤山(と 陵セ「ン)
聞 、通 ワ どおワ ・名詞往 場所/状 態 和 ①千代田どおり②八分どお ウ完臨③予恐ビお ウ
.胃 酢偶'x
鴎 一加誠 か1デん 名試性 試態 ・程度 漢 ①ばかさ加議⑫飲み力轍 の謁③うつむ勃 轍 に歩く
三2、播好 かっこう 名詞住 叛態 ・程度 謹 年は四十福好
協 ㌔がらみ がらみ 名詞性 抗態 ・程度 和 ①政局信総避挙が らみ②五十がらみの男性
肘 、 気 け ヱ 詞往 読態 ・軽 喫 瞑 ①おrろ い気 がナ聾'・ 「尋れ っご ㊨rゐ ぱ 一勾
昌5、見 章 けん とう 名詞性 読態 ・程度 漢 四十見 当の人
弥 、ご訣し ごか し 名講性 症.騒・程度 祀.競 切ごか し・おためごか し
乙7、 こっきつ こっきり 名詞性 状態 ・程.度 和 一疲こっきり
詔 一さ さ 名詞性 状態 ・程度 和目①おもしるさ ・しずかさ ・桂大さ・デ1尊一トさ ・覆盃 さ ・必然さ1魯
爆るさ
、さ川域 さかげん 名 司性 避態 ・程展 ま毛監ぎカ・さ遡頃岐といったちない
、尽 く ず く 名 可性 状態 ・覆崖 瓢 か訟ずく ・相談ず く・力ずく
一尽 くめ ず くめ 名 司性 状愚 ・程崖 瓢 ①湿琵Iiずくめ②黒ずくめの籏装
2、 前復 ぜんご 名 姓 状騒 ・程度 厘 十人前後
、千万 せんばん 名 軽性 状態 ・覆度 涙 めいわく手万
一そこそ二 そこそこ 名 牲 状態 ・彊度 和 千円そこそこ
、た さ た さ 名 可性 状態 ・程度 和 あいたさ見たさに ・こわいもの見たさ
`一 たてら だてら 名 可駐 状態 ・程度 和 女だてらに
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97、 だ ら:ナ だらけ 名言可憧 状照 ・程度 瓢 きずだら}テ・血だら些ナ
膨 、足 らず たらず 名詞憧 状思 ・程度 和 一時閲たらずの{の ワ・十人た らずで
胆 、詮度 ていど 名罰性 状態 ・程度 漢 十人程度
≧叩 、内外 ないがい 名詞性 状思 ・程度 演 百人内外
101、 な り なり 名詞性 状愈 ・程環 和 ①私なりの解訳②言いなりになる ・宴たな りの妾勢
10z～ 彊 り ぱり 各詞性 状態 一程度 和 ①五人張 り②漱石ば弓の文章
田3～ 放題 ほうだ い 名詞控 状尽 ・程度 瀕 食い放題 ・乱暴のし放題
10 一ぼ ち ぼち 名詞性 牧態 ・彊 度 和 あれ っぼち
10 、ぼ つきり ぼつきり 名詞性 壮態 』彊度 和 干円ぼっきワ
10 、ぼ っち ぽっち 各詞性 叛態 ・義度 和 ひとりぽっち ・これぼっち
加 、任せ まかせ 名詞性 状態 ・覆度 和 風まかせ ・医者 まかせ ・あなたまかせ
11} 、味 み 名詞性 状態 ・程度 漢 ①七味とうがらし②赤昧 ・真剣昧 ・野性昧③弱み
上5 、み どら みどろ 名詞性 壮態 ・緩度 濡 あせみどろ ・血みどろ
1 り、物 もの 名詞性 壮態 ・程度 和 ①現代物 ・西陣物 ・SF物 蓼冷や汗もの
11、 余 よ 名言司性 状態 ・程度 漢 百余 ・二十余年
1ヱ、涜 ワoう 名言司性 我態 ・程度 漢 一流 ・三蕊品
13㌔ レ ス レ ス 名詞 性 犠態 ・程 度 クトコ ドレス・刀ドイクン妙 イヤ
昆 、方 かた 名詞性 その他 和 ①父方のおば@畜 橋プr酬乍り方④会計方⑤調査方を広穎す る㊧禿 り
㌻⑦お二方 ・三方
H5㌔ 綬 きっう 名詞性 その他 漢 ①(武 道 ・碁 ・将棋などで 、設の下の区分 をしめすことば〕②泣能
の検定で、すく『れている度合いの区分を しめすこ とば
L褐 ～競 くら 名詞性 その他 和 お しくら ・かけっくら
L17、 こ こ 名詞性 その他 稲 ①かけっこ②教えっこする③そんな事は言 いっこな し④ごっつんこ
㊤むすめっこ
L13、 ご っこ ごっこ 名詞怯 その他 和 おにごっこ
二四 ～テク テク 名詞性 その他 外 ギターテク ・財テク
三20、品 ほん 名詞性 その抱 瓢 ① 〔羅王にたまわった位1② 〔仏経一部の中の覇 ・章1普 門晶1アモン
ざの
二2L一 目 均 名詞性 その他 和 ①三年目 ・三球巨②多め ・派手目 ・甘 さをおさえめにする③切れ目
穫の死に目 ・喬び目動1匁)
122㌔ ロ ジ ー ロジー 名 詞注 その 他 外 ① シヤ,一'』リロジ ー②ア加 ロジー
123一 位 い 名詞性 その池/助 漢 ①第一位 ・天泣 ・三段位②1死 んだ人の霊をかぞ 之る尊破語,英 霊
数詞 百位③正常位
124、 台 だ1・』 名詞性 その他/助 漠 ①千円台 ・九時台②1車 ・機械の数をかぞえることば1
数詞
1お ～年 ねん 名詞佳 その他■助 漢 ① とし(を かぞ之ることば1あ れから十年たつ ・成立写 ・国際婦人
数詞 年②今年は父の十三年だ②二年の知ダイ
12s～ 宇 う 名詞性 助数 司 漢{寺 のたてものをかぞえることぱ》一宇の堂
127、 重 元 名詞性 助数 司 和 か さな り.一 重(ヒ ト功 ・二 重(7タ エ)
123、 折 り おり 名詞達 助数 司 和 【折 ワ籍などをかぞ之ることば1
1四 一 目 か 名詞性 助数 司 漢1日 数をかぞ之ることば♪三 日
13D、 顯 か 名 司性 助数 司 演1く だもの、室石.印 章などをかぞえるこヒば1
131、 箇 か 名 司住 助数詞 漢 ① 〔ものをかぞえることば)三 か月②二か三分の一
L陀 、箇 が 名 司性 助数詞 漢 〔ものをかぞえることば)
133一 回 か い 名 司性 助数詞 漢 ① 〔行為 、現象をかぞ之ることば)週 に一回㊧1題 亭の数をあらわ
す ことば〕五回目 ・掻終回③二回生
134、 階 か い 名 司性 助歌詞 漢 ⊂家の、一段蓄ごとに仕切ったかさなPを かぞ之ることぱ)五 階
135～ 抱 え かかえ 暑 可性 助数詞 和 ひと抱え
=15、 箇月 かげつ 名 町性 助数詞 漢(月 の数!か ぞえることば)}箇 月
』]7、 重ね かさね 名 可性 助教詞 和(か さねた ものをかぞ之ることば1
三阻 ～月 がつ 名 司憧 助数詞 漢 一 月 ・二 月
139、 匿年 かねん 名 再性 助数詞 漢(年 数をかぞえるときにそえることば}五 箇年
1朋 、捧 かぶ 名 窄主 駒数詞 漢 ①1根 のつ いな慰物を冷}ぞえることば)⑫1蘇 式プ)数をン》iぞえるこ
とば1
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14二、巻 かん 名詞惟 助数詞 漢 【まきもの ・'本・み駈 ・雑誌などセかぞえることば)上 下二巻 ・第
一巻第一号
星2、 管 力】ん 名詞性 助数詞 漢1笛 を力塾ぞえることぱ)一 管の笛
三"～ 繕 き 名詞性 助数詞 漢 新生代の第四紀
園 、基 き 名詞性 助数詞 漢 ① 〔すえっけてあって.動 かせないものをかぞ之ることば)石 油タ
ンクー基②(す えっけてあって運動または運転するものをか ぞえる
ことば}耳 シーンー基 ・鋤 レー外二基③ 〔置いてあって、動かせ るもの
をか ぞ之ることば,顛.賊 鏡一基 ・花かご一碁 ・みこ し三基 ・蕪気球
百基
L45、 騎 き 名詞性 助数詞 湿 〔罵に衆った者の致をかぞえること:3つ武者一騎
ユ45、期 き 名詞性 助数詞 漢 ①一期は三年とする②1半 期または一年 をくざりと してかぞ える期
闇)
乳47、磯 き 名詞性 助数 苛 漢 〔航空胤 ・機関重などをかぞえることば)
園 、客 き中く 名 司性 助数 可 漢1接 待に使 う道具 ・器をかぞ之ることば♪すいものわん五客
149、 脚 きや く 名 可性 助数 町 漢 〔椅子 ・凱な ど足のある道具をかぞえることば}机 一脚
珊 一行 ぎょう 名 可性 助数 司 漠 〔文字のひと続きのならびをカ・ぞえることぱ,
151、 切抗 きれ 名 可控 助数 司 和 〔切 ったもの をかぞえることば)ハ ムニ切れ
152、 句 く 名 可性 助数 司 漢1俳 句をかぞえることぱ}一 句浮かんだ
153一 ロ くち 名 可性 助数 嗣 和 ①ひ とロに食ぺる ・ひと巨に言えば㊤ひとロ五千円 ・おれに もひと
口禦ぜてくれ
1i4、 鞍 くら 名詞性 助数詞 和(馬 に乗って走る回数をかぞえることぱ}七 けガ 転乗る
15i～ 月 げつ 名藷性 助匙詞 漢E法1… か月 懲役一年六月に処する
155、 件 けん 名詞性 助数詞 漢{こ とがらをかぞ之るのに使 う1数 件
15ア、間 けん 名詞性 助数詞 漢(お うぎ・うちわの骨の数をかぞえるのに庚 う}三 十五閲ものの属
子
153、 戸 こ 名詞性 助艶詞 漢(戸 数をかぞ之ることば1一 戸
こ開 一個 こ 名詞性 助数詞 漢 邑 〔ものの数をかぞえる二とば1二 固上の先輩馨1台 風を傘 ぞえる
ことif〕
1田 、合 こ'う 名詞性 助数 可 墨一① 〔山の高さの十分の一レ② 〔たたかい ・刀をまじ之る度数}
L斑 、顧 こし 名詞性 訪弦 認 和 ① 〔符をかぞえることば1② 〔さやに入れた71をかぞえることば1
ユ理 、梱 こり'名 詞性 動数 騨 和(荷 造 りした荷物フ)数をかぞえること`ゴ)二十掴
1邸 、梱 こん 名詞性 助数 可 漢1荷 這 りし.た荷物の数 をかぞ之ることば)五 十掴
1腿 、献 こん 名詞性 助数 訂 漢1杯 をさす度数をかぞ 之ることば》一献かたむける
1恥 、座 ぎ 名詞性 助数 珂 漢 ①(神 社にまつ られ る神をかぞえることば}@・ 〔座僚をかぞえるこ
と;∫1㊤ 名峰百座
L 、遡 ・才 さい 名詞雀 助数詞 漢 〔年齢をあらわす数にそえることば}十 五歳
1 i㌔ 剤 ざい 名詞控 助数詞 漢 【調合 した一回分の藁 をかぞえることば1三 剤
1 、悼 さお 名詞性 助数詞 和 〔たんす ・長持ち ・旗 ・ようかんな どをかぞえることば1
E 、差 し さし 名詞性 助錘詞 和1舞 の曲の数をかぞえることば)
1 ～冊 さっ 名詞性 助数詞 漢 【書物をかぞえることば》
1 ～産 さん 名詞性 助数詞 漢1出 産の回致をかぞえること1謁 豚ほ一産に六子 偶 以上ラむ
1 、子 し 名詞懐 助数詞 漢 ①三子 ・第一子②1蕃 で置き石をかぞえることぽ〕三子を置かせる
17 、次 じ 名詞性 助数詞 漢 ①二次にわなる攻撃 ・第一次案②1累 葉の回ゑ壬あらわすことば)
ユ 、軸 じく 名詞性 助数詞 漢1巻 き物 …rかぞえることば)巻 き物←軸
賑 ㌔締め しの 名詞佐 助数詞 和(た ばねたもの…かぞえることば1
17 ～車身 しゃしん 名罰性 助数詞 漢(車 一台分の長さ〕
17 ～首 しの 名詞性 助数詞 湛 〔漬誇 ・和歌をかぞえることば}歌 一首
口 、重 じゃう 名詞性 莇数詞 淺 〔か さねたものの数をかぞえること:ポ1五重
1 、床 しょう 名詞性 助数詞 温 〔病院などのペリド数 モかぞえることば}五 十床
1呂 、帖 じょフ 名詞性 助数詞 漢 ① 監緩 を二十枚ずつかぞえること1紛 ⑫ 〔の りを十枚ずつかぞえる
ことば1@1折 り本にな った ものをかぞえることば〕
13;、 畳 じ;う 呂詞性 動数詞 漢1畳 をかぞえることば1
132～ 乗 じ`ラ 名詞性 助数詞 漢 〔車モかぞえることば1
183一 疑 じょっ 名詞性 助数詞 漠1錠 剤 …かぞえることば)
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田4～ 条 じ`う 名 町性 動数 可 漢 ①一条の光 ・二粂刈り②(帯 をかぞえることぽ)
135～ 箭 す 『一 名 可性 助数 町 和(緬 昌いものをかぞえることば〕手ぬぐい二筋
1肪 、世 せ 名 可慢 助致 再 演 →二世 ・三世(同 じ名前を持っ王 ・一族の…僅冒}
1己7一 石 せき 名 司性 助数 可 漢 ① 〔うで時計などの軸受けにする、ルゼーな どの数をかぞ尾るこ ヒは
}十 七石②(電 気製品の中の旨ンゾ紗一などの数をかぞえることぱ)
八石
B9一 隻 せき 名詞性 助数詞 漢 ①び 上うぶ一隻⑨ 陀 などの数をかぞえることば〉
1鈴 、煎 せん 名詞性 助数詞 漠 一煎 ・三煎までおいしく飲める
四〇、謄 ぜん 名詞性 助数詞 漢 ①(食 ぺ物をもった茶わんの数をかぞえることば)こ はん二膳②
1箸二本をひ とそろいヒして、その数をかぞ えることば1は し二膳
凹 一趨 そう 名詞性 助数詞 漠1小 さな船をかぞえること駒
四2、 双 そう 名詞性 助数詞 漢 〔一酋の 』のをかぞ之ることぱ}六 曲7)び ょうぷ一双
拍3、 壮 そう'名 詞性 助欺詞 漢1お きoう で 、もぐさに火をつける回蟄をあらわすことば}三 壮
1曳 ㌔層 そう 名詞性 助敗詞 直1な てもの ・地層、その他平らになっていくρかかさなっているも
のをかぞえることば1三 層になっている・五層楼
1師 一層倍 そうばい 名詞性 助駐詞 漢 阿層倍も ・薬九層僑1奴 ワクソウパイ1
1鮪 、足 そく 名詞性 助匙詞 漢 ① 【両あしには く一対のものをかぞえることば〕くっ下二.是②一足
とび
L97、 束 そく 名詞性 助致詞 漠 ①(た ぱねたものをかぞ之るこ≧ば〕②二票⑤隅感一豆
二肥 、揃い そろい 名詞性 駒数詞 和1い くつかでひと組になるものをかぞえることば1茶 這具ひとそろ
い
199、 駄 だ 名 司性 助数詞 漢 〔馬一頭にのせ るだけの荷物をかぞえることぽ1
200一 袋 たい 名 司性 助数i町 漢 〔ふくろ=に は いったもの】を方』ぞえること:ぎン
2肛 一体 たい 名 可性 助数詞 漢 ①1神 や仏の傑や遺体の数をガぞえることぱ}② 臼骨雄
202一 タ コ タコ 名 可性 助数詞 和 三タコ1三 連続 凡退)
2コト 度 妊 〔 名詞性 助数詞 和 徊 数奪かぞえることば〕三度 樽 の 鵬 〔儒 笥
四4㌔ 凡 た り 名詞性 助数詞 和1ひ とを数えることば}よ った り
凹5、 段 だん 名詞性 助数詞 漢 初殿 ・二段
3硲 、反歩 たん、弦 名詞性 助数詞 漢(田 や燈を、反でかぞえるときに眞 うことば)五 戻歩
麗7、 日 ち 名詞性 助数詞 漢 〔にちの変化〕十三ち ・二三ち
2弼 ～着 ちゃく 名詞性 助款詞 漢 ① し衣服をかぞえることば1②1到 着の順位)③1石 を汀つこと)
誉心の一着
2」9、 チヤン チャン 名詞住 助敢詞 外 〔マージャンで観の番が四巡する回数)
210一 挺 ちょう 名詞性 跡数…司 漢 ① 曝 ・措 ・飾 ろうそくな凋 熟 兆 の 奪かぞえること尉 ㊤
(かご ・人力里など…かぞえることば}
21L、 張 ち二っ 名詫性 助豊詞 渓 ①1琴 ・弓な ど糸.弦 を張っtも の をかぞ 之ること江1⊆=(テ ンr
・かやかどは ワわた弓一もの!か ぞえることば〕
2口 、帳 ち;ウ 名詞裳 助数詞 漠1カ ーペ ットの広さをかぞえることば)
肚」～丁 ち;フ 名詞竺 助数詞 漢 ぼ(和 とじの本の話弦奪かぞえることば1⑫1ヒ うふ をかぞえるこ
とば)⑨ 〔科理 ・飲食物をかぞえるこ≧ば)ラ ーメンー丁
三艮 一町歩 ち ょっぶ 名 可性 跡数 丙 漢1山 林や田畑の面積をかぞえるとき.のことば}
2蔦 一丁屋 ち ょうめ 名 司性 助数 可 浜 録塵四丁目
2L5㌔ つ つ 名 可性 助数 可 和 ひとつ
z算 、対 つい 名 司性 助数 可 漢1二 っでひと親みの ものを台・ぞえるこヒ:ま}苑霜一勘
2田 、通 つ う 名 司性 助数 畦 漢目1文 督 ・手託などをかぞえるこヒ:∫1
219、 艇身 ていしん 名 司性 助数言弓 涙1ボ ー トーそう分の長さ1
2四 一滴 てき 名 司性 助数詞 浬 〔したた りをかぞ之ることぱ》一滴の水
22工一点 てん 名 司性 助数詞 漢 ① 〔評点の数)②(し ず くをかぞえることば}1§・1品物をかぐこる
ことぽ}六 点④たつ{尉 の一点
盟 一度 ど 名詞性 助数詞 漢 個 をおいておこなうこω 一日二度の霞漣 ・一即+回 ・且回で
計五十 回
223一 灯 とう 鶴 磁 助数詞 談 〔電灯 薯かぞえること尉 五灯
器4～ 島 とう 名詞性 助数詞 漠(島 をかぞ之ることば1三 島
z25～ 筒 》う 名詞性 勧数詞 漢(注 財:二のアンアル1を ウぞえることば}
393
12廻 、 匹
xo接 尾辞 よみ 品詞性 意味 種 語飼
2～6、 続 とう 名詞性 助融詞 漢 1巻 き網な どのひと盟をかぞ之ることば}二 統
z2了 ～ 頭 とう 名詞性 助数詞 漢 ① 〔カメ・クシーラ・iナもの をカ』ぞ える こ ≧`ぎ〕牛五 ∫貢哩診 〔チ 三ウ をカ}ぞ
之 るこ とぱ)
z=3一 等 とう 名詞性 助歌詞 漂 〔順序 一等載をあらわすことば}一 等、腎
2z9、 頭 身 とうしん 名 司性 助数詞 涙 八頭身
230、 通 り とおり 名 尋性 助数詞 和 1くみ ・そろい ・霞頴などをかぞえることば1ふ 慶とおウ
2既 ～所 と上う 名 可性 助数詞 和 1場所をかぞ之ることば}三 〔勘ところ
33z、 年 とせ 名 可性 助致詞 和 〔年をかぞ えることば♪いく≧せ ・三とせ
巳33曳 読れ ながれ 名 司性 助盆詞 和 (旗などの数をかぞえることば1




～35一 人 にん 名詞性 助数詞 漂 1人数をかぞえるこヒば〕÷五ノ、
235、 の の 名詞性 助数詞 和 ⊂布 の はば を かぞ 之 るこ とば〕三1ミ1の 歌1シ1き.1窺 ん
z37一 杯 はい 名詞性 助数詞 漢 ① 1さ かず き・汁わん ・茶わんなどをかぞえること:誹 五杯飲む②
1給 をかぞえること1薗r皇llイ カ ・アワビなどをかぞ之ることば1
z38、 倍. ばい, 名詞性 助数詞 漂 1同 じ数を何回か くわ 之る度数 をあらわすことば♪十倍 ・二十 倍遠
z想 、拍 はく 名詞性 助数詞 涙
rり1ユ
1ひ ょうレを聖ってかぞえる回数1「 あん 〔案〕」ほ二冶だが一音
240、 住 は しら 名詞性 助数詞 和
禅
(身5ラの高い人 ・禅低 ・遺骨などをかぞえることば1二17夘 柱の
2"、.男 身 ばしん 些詞性 助逸詞 漢 学鳥身の差
24z一.発 はつ 名詞性 助煮詞 漢 ①
ば}






1"つ 名詞性 助欽詞 抑 俵 かなの子をかぞえることば}
244～ 張 り はり 名詞性 助葺之詞 和 1弓 ・ち 書 うちん ・テ ン トな どをか ぞ え るこ とばll
鍋5㌔ ハ ン はん 名詞性 跡数詞 ダト
〕
(い くつかのバイが定玲られた条倖にあうヒ.,毒致 を倍にする二と
2屯6～ 悉 ぽん 名詞性 助数認 涙 ① し1遵香 ・等羅を薦らわすこヒば,こζ:五番驚負
2`7、 火 ひ 名詞惟 助数詞 和 (お さoう の もく「さ をす 之る 回数 を力己ぞ える こ とFズン三一トグ{
蹴 、尾 び 名詞性 助数詞 漢 モさかな薯かぞ.之ることば)三 尾
婁2廻 ひ畳 名詞控 助数詞 漢 ①
ピけ もの ・ぎか ア餌 自 ・鼠た7や 弁7え ス こ レば}含1「 昔 お か
ねをカ』ぞえt単 位〕91布 砲二反を単位ヒしてカ)そ'えたこと:ま⊃
・̀`D、 筆 k.レ ー 名瓦・1性助数詞 漢 →ふ 」
z51、 俵 ひ こ う 呂詞住 助数…司 謹1た わ らに入れた ものをかぞえるこ七1ゴ♪米;俵
Iz5と 、票 ひ ょう 各詞性 助数詞 漢1投 票の裁 壬かぞえることば1一 票
?k' . ヨ
片、 ひら 老同性 跡象 苛 和(う す く切 った 応の 、平た くて 小 さ1、コもの な とドをか ぞ之 る 二と`ま〕
ひ とひ ら¢・雲
畷、、6 ぴん 名詞笠 助数詞 漢1蒔 刻を定めて客や荷駒を運ぶ与段と1
こと[ご}一 日五言更
一ll,謂す る もの を急】ぞ える
一`.凸 、 口 卦1史
[255、 部 ぷ 名詞撞 助裁詞 填 悟 藷な.ビの.ひ とそうい)
2諦 、 フ アン フ アン 名詞性 勘裁詞 外 (マ ー ジ ヘ・ンでII』→ハ ン
257.、 服 ふ く 名霊自i佐幻監詞 漆Ol粉 薬 ・煎蚕などの包みをかぞえることば}




卜 名詞往 諺数詞 蕊1畏 け軸を浄ぞえることば:1
翌、ワ目一 .トで 芒詞瞠 駐数詞 和 ① 〔篁に墨 壬たす回裁 をあらわすこヒば〕勘1華 や えんぴっなどを
駈か らはな寸回数をあろわすことば1ひ と筆書 き琶ぽ 土地台犠じ、
面積 を区画 ごとにまとゐて書=ρたもの1
7肥 一掘 ワ ふ り 名 司惟 駒数.訂 如1刀 をかぞえることば1
2匠1、 尺 ぺ 名 司惟 駒致 司 弊 ページ 十三べ
35z一 逗 へん 名 司性 助数 司 漢 ㌧ひきつづいてくりか えす数をあらわすこと1謁 二置
2切 、弁 ・Fくん 名 蔦性 助数 司 漢 〔花びらをかぞえるこ≧ば1五 弁
2ε{一 歩 ほ 名 電性 助数 司 漢`拝 くときの.,足 を動がす回弦 をあらわすこヒ1ご津
一餌3一
開D接 尾辞 よみ 品詞性 ・意味 種 語例
255～ 包r ほ う 名詞性 助数詞 漢1粉 薬などを紙にっっんだものをかぞえることば}
266～ 本 ほん 名詞性 助数詞 漢 ① こ糸 ・ひも ・棒な ど細くて長いもの、また、柱 ・びんなど紀長 く
て立っているものをかぞえることば)高 炉五本 ・超高層 ビル七本②
1ズボンなどをかぞえることば1③ 〔列草 ・課路をかぞえることば
ン④(樽 ・家具などのように立てて使 う商晶をかぞえることば1⑤
連載四本 をかか之る⑥{安 打数をかぞえることば〕⑦ 〔注射の数を
かぞえることぱ1⑧ 〔一回ごとのわざや練習の回致をか ぞえるこ と
ぼ)一 本取る ・ぬ一ト五本 ・回転の二本 目 ・素振})百 本⑨(川 の監を
かぞえることば1⑩ 〔契討などの数をかぞえることば)今 月は七本
取った10(落 雷の数をかぞえる)目三分閤で十二本⑫ 〔管楽器 一張楽
器の数をかぞえるこヒば)」 距ラパスニ本
2凹 、間 ま 名詞性 助致詞 和(へ や をかぞえることば)ふ た間
253一 枚 .まい 名詞性 助数詞 溝 ① 〔平た くてうすいものをかぞえることば1㊤{原 稿用祇をかぞえ
ることば1五 百枚の長謂③1す もうの番吋で癒1えをかぞえることば
)五 孜あがった④(す もうでその階録の人数1幕 内を二枚ふやす⑤
`釣 った きかなをかぞえることば)⑨ 【萌科 をかぞ之ることばン爾
が何枚 もありましてねえ
爺9、 巻き まき 名詞住 助数詞 和 〔くるくる巻いているものをかぞえることば)蚊 取 り謹香ひと巻き
270、 回 り まわり 名詞性 助数詞 和 ① 〔回る回数をカ≒ぞ之ること1ま)ふ た回 つする⑨ひと回 り大 き』、③
〔十二年をひとくぎ ワとしてかぞえることば)ひ と回 ワ違う
～ア1、 名 めい 名詞性 助数詞 漢1人 数 聖力吾ぞえることぱ}定 員百名
2,2～ 面 めん 名詞性 助数詞 漢 ①(平 たく作った ものをかぞえることば1② 〔能面 ・かつらをかぞ
えることば)
zη 、 目 もく 名詞性 助数詞 溝1碁 盤の目をかぞえることば)三 目の勝ち
zM一 本 もと 名詞性 助数詞 和 〔草木の棟 をかぞえるときのことば1す ずらんのひと本 ・千本けモト
〕の桜
275一 文 もん 名詞性 助数詞 漢 ①(昔 のおかねの最低の単位》②{た び ・くつな どの底の大 きさを
はかる単位1
z75㌔ 門 もん 名詞性 助数 可 漢'1火 砲をかぞえることば}
277㌔ 葉 よ つ 名詞性 助数 可 漢1蟹 ・木の葉 ・写真などをか ぞえることば}
279、 流 り¢ う 名詞性 助薮 町 漢1旗 をかぞえることば》
279～ 粒 りoう 名詞性 助数 可 漢1つ ぷをかぞえるこヒば1
z凹 、両 りょ う 名詞性 助数 可 漢1目 動重 ・電車 ・客車 ・貨軍などをかぞえることば}
231～ 領 りょ う 名詞性 助数 可 漢1和 服 ・よろい ・ふすまなど…かぞえることば〕
2呂2、 論 りん 名詞性 助数 町 濃[花 や亜の輪をかぞえることば1
233、 礼 れい 名詞性 助数 可 塵1お じぎをする回致)
234、 霊 れ い 名詞性 助数 可 漢1死 者のた ましいをかぞえることば}未 代償養科一霊五十万円
235、 羽 ね 各詞性 助数 む 和 ①(鳥 をかぞえることば1一 羽 ・四羽②1射 ギ をかぞえることば1
285一 把 わ 名詞柱 助数 酵 和1た ぼねた ものをかぞえることぽ)一 把 ・四把
287、 割 わり 名詞性 助数司 和1十 分の一を単位として しめすことば}二 蜜!
288、 わ ん わん 名詞性 助数 弓 漢1茶 の湯の茶わんをかぞえること1沿
肥9、 碗 わん 名詞性 助数 弓 漢・【食ぺ翔 をもったわんきかぞえることば}
290、 ん ち んち 名詞性 助致可 和 八んち ・十五んち→にち
291、 化 か 勤言再性 漢 巖械化 ・才ヰメー化 される
292、 が かる がかる 動詞性 零日i⊃ 芝 居力`カ】る②は い 色がカ』った 黒
293、 薫 ね る目 かねる 動詞性 和 ①言いかねる②着引き受廿致 しかねます昌待ちかねる
z94、 が る がる 動詞住 和 ①寒がる ・うれ しがる ・悉縮が る・珍重がる営強が る・文芋青年がる
=95、 腐 る くさる 動詞性 祀 陽 きくさる ・何亨雪い くさる
四5、 こ くる こくる 動詞佐 和 邉いこくる ・た まりこくる
z97、 さ びる さび る 動詞性 和 翁 さびる ・神 さびる
298、 視 『- 動詞性 漢 困建擁されている・対岸の火異現する
299～ しだ く しだ く 動詞性 訂 軍を踏みしだ く
コDO～ つ く つく 動詞注 和 がたつく・きょろつ く
3肌 、ナイズ ナイズ 動詞性 外 ア刈栃イご・外囚軒プ
3D2、 ば む ぼむ 動詞注 和 あせばむ・気色ばむ
一395一
m接 尾辞 よみ 品罰性 種 語阿
脚3～ は る ぱ 詞 相 噌 ▲
304、 びる し`る 動詞性 和 おとオ』びる
3脹 一張る ぷる 動詞性 和 学者よる ・いい子ぷる
305、 めかす めかす 動詞性 和 秘廊めかす
307㌔ め く め(動 詞性 和 ①春めく ・皮肉め く ・古めく㊤色めく ・ほのめく ・ゆうめく
305～ やがる やがる 動詞性 和 行そやがる ・何をしやがる
3C9、 る る 動詞性 和(名 詞 ・形唐動詞などを、勤言司にして使 うときにそえることば}け ちる ・
どじる ・ひよる・ネグる ・デモる
31D、 建い がたい 形容詞性 和 分かち難い ・抗し難い勢力
3L1㌔ がたカい がたかい 形容詞性 和 忘れがたない
31=、 カτましい カ～曽1い 形容詞性 和 雪いわけがましい ・お しつけがましい
3L3～ 臭い く二い 形容詞性 和 ①陰気くきい ・しろ うとくきい②掌者くさくない学者
314～iナ し けし 形容言司性 和 露けし.
315、 たらしい たら・1い 形容詞性 和 来練たらしい ・きぎったらし1。い いやみ ったらしい
3しδ一 ぼい ぼい 形容詞性 和 水っぼい ・・忘れっぼい ・男っぼい ・苦っぼい ・皮肉っぽい
3L7、 めか 『い めか しい 形容詞性 和 古めかしい
3L8～ らしい らしい 形容詞性 和 ①字堂らしい態度 ・病気らしい病気を したことがない・2』』やみ らしい態度
高aら しい顔をして ・どうもうそらしい
]週 ～がし がF形 容動詞性 和 出て行けが しに 一聞 こえよがしの
麗0～ 躊ち がち 形容勤詞性 和 おくれがち
麗ユ、気 げ 形宜動詞柱 漠 ①あぷカげがない②なつか しげ ・用あ りげ
3認 、然 ぜん 形容動詞性 漢 学生.然とした服張
323、 たげ.た げ 形容動詞性 和 有名税だと言いたげな顔っき
3腿 、たそう たふう 形魔動詞性 和 行きたそうなそぶ りを見せる
3篇 、テック テ ・ソク 形容動詞佐 外 ①凌画向ク②おとめチワケ
3聞 ～的 てき 形容動詞怯 漢1① 哲宇的②家庭的③合法的④貴籏的⑤論理的⑥悲劇的21人O名 印1犀の下
にそえて、したしみ をあらわすことぱ〕権的 ・匿的
3三7、 やか やか 形容動詞注 和 にこやか ・ごりっぱやかなおかた
コ鵠 ～直き お舌 副詞性 和 一日置き
3四 、唄 リ かぎD副 詞性 和 この場かぎウ
i30、 がてら がてら 副詞住 和 散歩がてら買い物を した
331、 ぐるみ ぐるみ 副詞性 和 ①ニヒ地 ぐるみのねだん②企棄 ぐるみの候補⑬身ぐるみぬげ
ε舘 ㌔毎 ご ヒ 副詞性 和 ①蛮毎の雨 ・.あう人筆に②グループ毎に
3錦 、 習`と ご ヒ 副詞性 和 庚ごと食ぺ る ・橋ごと屍された
33∈、榮 ぎま 副詞性 和 ①うしろざまにたおれた②かけよりざま 【に♪切 ワっけた・鉱:く ましい主
きざま
3筒 一次第 しだい 副 司性 漢 ①手当た ワ珠第1に)撞 げつける③話ほ相手次第だ書見つ け沈第知らせる
336一 しな しみ 副 司性 和 ①出て来 しな②帰 りしなに③寝 しな
337一 すがら すがら 副 可性 和 ①夜すが ら彰道すが ら
3]8～ ずから ずから 副 耳榿 和 ロずから ・手ずか ら
3四 ～ずつ ずつ 副 司性 和 ①一つずつ酉己る㊤毎 日少しずっ饒む
3如 、 とも をも 副 諒性 和・⊃三.人ともみな⑳送料共五百円
341一 ながら ながら 副 司注 和1聾 昔拳が らのおもかげ ・いなが らにして知る ・いつ しな"っ 誇?っ=い1孚
文武の道 を二つなが らきわめる'葦:なみだなカ=ら・わ才」窄がろ
342～ 来 らい 副詞控 漢 歌日来 ・先ほど釆
隅3～ 端 ぱ 勘詞性 和 ひとウあたま百円ぱ






















































































































麗D接 頭 辞 よみ 種
36ザ η ザ 外
37差 し～ さ し 和
3ε 董 、 し 漢
四 自、 じ 漢
・⑫ 従～ じゅ 漢
ぐ1従 、 じ ゅ う 漢
覗 正、 しょう 漢
朋 妻、 す 浅
咽 楽っ一 す っ 漢
砺 拙一 せ つ 漢
緬 絶～ ぜ つ 摸
47セ ミ～ セ ミ 外
細 光、 せ ん 漢
娼 前 、 ぜ ん 漢
50第 、 疫 い 漢
5L立 つ～ た ち 和
52突r～ つ っ 稗
53つ ん一 つ ん 和
54手 、 て 和
55で も一 で も 和
55伝 、 で ん 漢
暫 ビ、 ど 和
秘 取 っヤ と っ 和
59取 ウー と り 隷
δ0ネ オヤ ネオ 外
旺 ノ ー～ ノ ー 外
62ノ ンー ノン9ト
昭 汎 ～ にん 漢
肘 反 、 はん 漢
砺 バ ン㌣ バン 外
聞 被、 ひ 漢
肝 非 、 ひ 漢
5sひ い一 ひい.㌍
69引 き夷 ひき 和
7Dひ た～ ひた 和
_397一
潤o接 頭辞 よみ.種
マ【 引 う、 ひ う 和
ン2ひ ん、 ひん 和
73不 、 ふ 漢
74』下 、 ぷ 漢
75無 ㌔ ぶ 汲
75打 ち一 ぷち 和
77吹 っ 、 ふ っ 和
鴨 打 っ、 ぶ つ 和
冗 ア ン、 ブ レ 外
80プ ロ 、 ブ ロ 外
蹴 打 ん㌔ ぶ ん 和
83弊 、 へ い 漢
83母 、 ぽ 漢
84亡 一 ぽう 漢
85茱 一 ぼう 涯
85某 莱 、 ぽ うぽ う 漢
留 ポス ト、 ポス ト 外
舘 没 ㌔ ぽつ 渓
ε9真 、 ま 和
P毎 、 まい 漢
三又、 また 和
2真 っ～ ま う 和
コ豆～ 享め 和
`丸 ～ まる 和
95マ ルチ、 マルチ 外
95真 ん、 まん 和
9ア 濠 、 み 和
螂 餌、 み 和
弱 未、 み 漢
100ミ ニ 、 ミニ 外
1肚 ミニ ミニ 、 ミニ ミ ニ 外
102無 、 む 厘
lD3物 、 もの 私
【臨 緬 暗厳1
随 接尾辞 よみ 種
ユ、庵 あん 瀧
～、笹 い 漢
3、 院 いん 漢
{、 院股 いんで ん 漢
5～ 等 う 漢
5、 氏 う じ 和
7、 重 え 和
8～ 翁.お う 漠
9、 置 き お き 和
】9、 折 り おP和
1L、 日 か 漢
毘 、穎 か 溝
13㌔ 箇 か 漢
N～ 化 か 漢
臨 ～箇 が 溺
ユδヤ回 かい 漢
L7、 階 かlr、 漢
18、 抱 え かか 之 和
博 、がか る がか る 和
蹄 一 阻 ウ か ぎり 和
㍑ ㌔箇月 かげつ 富
認 ～加域 か げん 漢
紹 一重ね か さね 和
胴 ～が し が し 和
駕 ～ 方 かた 称
25一 方 ガた 和
27一 難 い が た}、 和
23一 がたな い ヴたな レ、和
2ヨ 、勝 ち が ち 和
3D一 月 がつ 漢
財 、 格好 か っこ う 漢
32一 がて ら 炉 て ら 和
33一 薫ね る かね る 和
M、 箇年 かねん 漢
35～ 搾 か粛 漢
簿 一 が まい.、 炉 註レい 和
37～ が らみ 元;らみ 和
詔 、 が る が る 和
39一 巻 かん 漢
憩 接尾辞 よみ 種
切 、 管 か ん 漢
覗 、え が ん 漢
紹 、紀 き 泌
43、 菱 き 漢
4ら ～騎 き 漢
45～ 期 き 藻
45一 機 き 演
σ 、 儀 ぎ 漢
弼 ～ 君 ぎみ 和
翻 一 客 きや く 漢
50一 脚 きや く 漢
誠 ～ 級 き ゅ う 漢
52一 行 ぎ ょう 漢
53一 切 れ きれ 和.
5く・、句 く 漢
55～ 宮 ぐ う 漢
55～ 臭い く さい 和
57一 腐 る くさ る 和
田 ～ ロ くち 和
59一 競 くら 和
60一 韓 くら 和
δユ ～ ぐるみ ぐ多み 和
6Z、 君 くん 漢
邸 ～ くんだ り くんだ り 和
腿 ～家 け 漢
55一 気 け 漢
6δ 、'気 げ 漢
艶 、兄1ナ い 漢
跳 、け し け し 郵
69一 月 げつ 漢
円 一軒 けん 謀
71一 件 けん 漢
72一 間 け ん 漢
符 、 見 当 けん とラ 漢
艮 、戸 こ 漢
万 、こ こ 和
フδ、 冠 こ 漢
η 、 調 ご 漢
拍 、江 こ う 譲
一398_
緊0接 尾 辞 よみ 種
79、 公 こ う 撰
罰 、 僅 こ う 漢
翫 、 号 ご う 漢
麗 、 合 ごう 漢
53、 簿 ご う 漢
駁 、 ごか し ごか し 和
・蛎 、 こ くる こくる 和
ヒ
鱒 、腰 ,「「_ピ 款
s7、 御 前 ごぜ 演
83、 御前 ごぜ ん 漢
圏 、 こ っき り こ っき り 和
9D、 ご っ こ ご っこ 和
9ユ ～ 毎 ごと 郵
92'、 ご と ごと 和
93、 据 こ り
一
摺
鱗 、 梱 こ ん 漫
r5、 献 こん 漢
闘 ～ さ さ 和
97、 座 ざ 汲
9巳 、 斎 さ い 漢
93、 苺 ・才 さ い 運
10D、目 剤 ざい 湊
101、 揮 さお 和
tO2～ さ加 減 さか匠ん 混
1昭 ～ 菱 し さ し 和
L胴 一 冊 さつ 漢
工1万、 さび る さ び る . 和
讐5、 様 さま 和
三Dア 、 操 ざ ま 章
田8～ 山 さん目 涙
工09～ 融 . さん 漢
11D、 さ ん さん 超
111、 産 さん 漢
[疋2～ 三昇 さん が い 漢
113一 揮 Fげ 漢
LU、 幌 し 漢
三【5、 子 し 漢
115、 氏 し 漢
117、 師 し 漢
凹 接尾群 よみ 鍾
1鱒 一張 ち ょう 漢
工田 ～ 歪 ち ょう 漢
i%～ 丁 ち;う 漢
二囲 一 町歩 ち`う ぷ 漠
細 り一 丁 目 ち ょ づめ 灘
2旺 ヤ ちん ちん 和.
202一 つ つ 和
203～ 対 つ い 漢
z胆 ～ 通 つ う 漠
2鮨 ～ つ く つ く 和
2腸 一亭 てい 漢
207一 艇 身 て い しん 漢
鴇巳～ 義 度目 てい ど.譲
2D窒 、 的 て き 漢
21巳 ～ 漁 て き 潔
21L～ テ ク テ ク 外
212、 点 てん 涙
2【]一 殿 で ん 漢
2エ4一 度 ど 灘
2蜀 一 灯 と う 漢
21ε ～ 島 ヒ う 謹
2"～ 渇 と う 漢
Zla～ 筒 と う 漉
219一 読 と う 漢
220～ 頭 と う 演
～～1～ 等 と う 漢
223～ 堂 ど う 漢
323～ 頭 身 と うしん 漢
234ヤi重 り と お り 智 F
コ三5～ 通Pン ビお ン}和1
2肪 一所 ヒころ 和
227、 年 ヒ せ 和
2路 ～ 殿 どの 詔
笈 も一曽.ヒも ヒも 和
2ま口、・共 ど も 和
～31～ ビん ビん 程
三3ε～ 吋外 な いが い 漢
23ヨ 、 ナイ ズ ナ イズ 外
234ヤ なが ら なが ら 乖
NO棲 尾 甚 よみ 種
E57～ 窒 そ う 漢
旧 一農 そ う 霞
工四 一双 そ う 護
1団 一牝 そ う 漢
1肛 一厨 そ う 漢
1㌶ 一歴 倍 そ うばい 漢
153一 足 そ く 漠
1δ4～ 京 そ く 流
ユ騰 一 そこ そ こ そ こそ こ 和
165～ 苗 い そ ろ い 和
』瞬 一 享 そ ん 漂
工56一 監 だ 薩
L"一 義 た い 模
1渇 ～ 索 た い 漢
ロ1一 台 だ い 漢
P3一 奄げ たげ 和
173一 ク コ ク コ 超
1M～ たさ た さ 和
三75～ たそ う た そ う 耗
三路 ～}… た ち 和
=77一 だて ら だ て ら 和
L73～ 裏 た び 穏
L刃 ～ で らけ た らけ 和
Lε0～ たら しい た らしい.和
樹 ～ 足らず た らず 和
し肥 ～ ノ.た り 融
に目 83～ た武 たれ 和
【3毛 ～ 尋 た ん 漢
135～ た ん た ん 和
1暁 一 段 だ ん 漢
1即 一 反歩 た んぶ 漢
Σ艇 ～ 日 ち 漢
三3〕 ～ ち ち 和
m一 子 ッ ク チ ・7ク ヲト
正91～ 署 ち ゃ く 漢
L三Z～ ち ゃ ま ち ゃ ま 和
1葺 ～ ちゃ ん ち ゃん 和
1ヨ4一 チ ヤ ン目 チ ャ ン タ
195～ 誕 ち ょ う 潔
_399一
!lo羨 尾 黎 よみ 涯
田 ㌔ 寺 『「一■ 深
1ヨ ㌔ 路 1『' 濠
旨
[
三2D、・ 次 1一♂ 漢
よ21、 軸 じ.く 漢
1 12三 、 次 第
1し だ い
漢
23～ し だ く しだ く 私
124、 しな しな 和
ユ翫 、 諸め しめ 和
=25、 車 身r しやしん 測
二27㌔ 首 『 々- 漢
二2E、 重 じ る う 歪
二2ヨ ㌔ 玄 レ ー 漢
130、 床 し よ う 湛
二3L、 帖 じ;う 渡
L3!一 畳 じ 温 う 涙
L"㌔ 乗 じ よ う 漢
L賦 ㌔ ㌶ じ ζ う 漢
L⊃5～ 丈 じ ょ う' 漢
L35、 条 ピ.ζ う 漢
Lε7、 嬢 ヒ.,二う 漢
Lヨ呂 、 す が ら す が ら 和
L39、 ず か ら ずか ら 和
回D㌔ 尽 く ず く 和
己4i、 尽 く め ず くめ 和
旦`3、 筋 す ヒ 和
U3、 ず つ ず つ 程
1く ・1、 世 せ 1更
且`5、・・主 せい 鐸■西
L46、 著 セ き 温
147、 隻 ぞ← タ,-、
r-
E共
























































、o養 尾 辞 よみ 麺
2覧 一 蕊れ ながれ 和
2聞 一 なす なす 和
z37、 なDな ウ 和
聰3、 尼 に 涙
3脚 、 日 にち 漢
z佃 ～.、kl二 ん 漢
四1、 年 ねん 漢
2・1～、 の の 和
踊3一 署 ば 訂
知 一 圷1ま い 漢
!4i～ 倍 ば い 漢
34i、 拍 は く 漢
247一 柱 ほ しら 和
隅 δ～,馬 身 ば しん 涙
翼9、 発 はつ 浜
篇 ローば む ば む 和
z51～ 肢 は ら 和
z5z、 藁 ば ら 和
踊3一 張 卜)は り 和
254一 張 ワ ば 詮〕 和
255一 ばる ば る 轄
2髄 ～ はん はん 和
師7、 ハ ン はん 外
253、 唇 ばん 漢
ε珊 一 火 ひ 和
2∈G一 尾 び 漢
2駐 、 匹 ひき 漢
252一 彦 ひこ 和
総3、 筆 ひつ 漢
ヒ254一 姫 ひ め 和
1～65-1表 ひ ょ う 漢
拉ε卜 票 ひ よう 漢1
















三73一 塙 ノー7一 、 漢
距 接尾辞 よみ 種
解`、 歪 ふ で 和
'2巧 、叛 り ふ ト)和
2蔦 、 振 る.藍 る 和
2ア7、 ペ ペ 外
2褐 一逼 へ ん 漢
2四 一嘗 ぺ ん 漢
28D、 歩 ほ 漢
2巳1、 ぼ ぼ 和
肥2～ ぼい ぼ い 和
%3、 包 ほ う 漢
3蹉 一坊 ぼ う 漢
2衝 、房 ぽ う 漢
2面 ㌔放 題 ほ うだ い 漢
2凹 、 ぼち目 ぼ ち 和
2聞 、ぼ っ き ワ ぼ っ き り 和
2凹 、ぽ っ ち ぼ っち 和
290・～品 ほ ん 超
291、 本 ほ ん 漢
箆2、 間 ま 動
ε弱 、 挨 まい 漠
ε魍 一 前 ま え 和
Z師 、任せ ま かせ 和
2蛇 ㌔巻 き ま き 和
Z野 、え～ ま る 和
器3～ 回 ㌧1ま わ り 和
2四 、 味 み 漢
3岡 、 み どろ み どろ 和
ユロニー 奴 め 和
ユ02一 目 め 和
距コ、 名 め い 漢
蹄4、・ めか しい め か しい 和
ヨ巳5、 めか す め かす 和
]託 一 め く め く 和
3]7㌔ 面 め ん 漢
コ拍 ～ 目 もく 漢
3凶 一 本 もと 和
]10、 物 も の 麓
31工 ～ 文 もん 漢
31Z一 門 もん 澄
一400一
憩 接尾辞 よみ 種
鍾3一 屋 や 和
31幸 一 や や 和
3籍 ～ 家 や ㌍
距5一 やか や か 和
3ロ 、 やが る や がる 霜
31S一 余.よ 漠
3蝿 一 素 よ う 漢
32ヨ ー 等 ら 和
舘1～ 来 ら い 漢
距2～ ら しい ら レい 和
3篇 ～ 流 りoう 漠
3別 、流 りoう 漢
325～ 粒 り ゃ う 漢
3肪 ～面 り ょう 漢
3四 一領 り ょう 漢
3鱒 一 寮 り ょう 漢
329一 輻 りん 漢
330、 る 尋 和
3コ1一 手Lれ い 漢
332一 霊 れ いi莫
3蹄 ～ レス レス 外
334一 連 れん 漢
335一 老 う う 漢
335一 接 ろ う 漢
3訂 、 ロy一 ロ ジ ー 外
3〕&㌔ 現 わ 瓢
3卸 ～把 わ 嶺
3釦 ～ 配'わP〕 和
34!一 わ ん わん 演
3郵 一舅 わん 漢
343、 ん ち ん ち 租
3覗 、ん ち ん ち 孟
